
千葉市新宿公民館館長 平 野 正 春

☆童謡の日に思うこと☆
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７月１日は「童謡の日」。１９１８（大正７）年

７月１日に童話童謡雑誌「赤い鳥」が、児童文学者

・鈴木三重吉により創刊されたことにちなんで、日

本童謡協会が１９８４年に制定した記念日です。

さて、皆さんも幼少のころからたくさんの童謡を

歌ってきたと思います。「ぞうさん」「やぎさんゆ

うびん」「一年生になったら」などは良く知ってい

る童謡かと思います。これらの童謡の作詞をしたの

は、まど・みちおさんという方です。まどさんが発

表してきた数多くの童謡や詩は、時代を超えて親し

まれてきました。私はまどさんの作品の優しさ、深

さ、スケールの大きさにとても惹かれます。

ぞうさん ぞうさん おはながながいのね

そうよ かあさんも ながいのよ

ぞうさん ぞうさん だあれがすきなの

あのね かあさんが すきなのよ

これは、童謡「ぞうさん」の歌詞です。「ぞうさ

んお鼻が長くてみんなと違うね。」という、異なる

ことに対して差別をする心を感じさせるその声に対

して、ぞうさんは「そうよ 大好きなかあさんも長

いんだよ」と毅然と答えます。言った相手も「自分

も大好きな母さんと同じなんだ」と思ったことでし

ょう。自分の存在を誇りに思うぞうさんの心意気を

感じます。このように童謡ぞうさんの歌詞を見てい

くと人間はそれぞれ異なった「個性」をもっていて

当たり前で、それらをお互いに認め合い、尊重し合

って生きていくことが大切なのだと語りかけてくれ

ているように思います。

まどさんは、２００８年の暮れに体調を崩して、入

院を始めたそうですが、２００９年の秋、１００歳

になる直前に、次のように語ったそうです。

「強いものも弱いものも、地球にはありうるので

す。たったひとり、自分ひとりで、人間は生きてい

るわけではありません。」

・・・心にしみる言葉です。

本年度の主催事業について

コロナウイルス感染拡大の防止のために、昨年度

末及び年度当初に予定していた多くの主催事業は、

中止または時期を改めて可能ならば実施という状況

です。千葉市では７月から公民館での講座が始まり

ますが、新宿公民館では７月に予定していたものが

調理室を利用する内容のものだったので（まだ調理

室は使用不可）、本年度の主催事業はコロナウイル

ス感染拡大防止のため３密等の対策をとりながら８

月18日がスタートということになりました。例年７

月の中旬頃に始まる夏休みに実施している地域の児

童・生徒向けの「わくわく体験広場」も夏休みの縮

小（８月８日～８月23日まで）に伴い、数を減らし

て計画を立て直したところです。

ちなみに現段階では、８月・９月は、以下の講座

を予定しています。
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「今からはじめる終活ー全３回ー」8/18 8/25 9/15

「わくわく体験広場」２講座

・工作：ランプシェードを作ろう 8/19

・科学工作：発泡入浴剤を作ろう 8/21

「大人の木工教室」9/19

「大人の美術講座」9/9と9/13 ＊同じ内容で２回

「毎日一行ダイアリー」9/29
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公民館情報誌、市政だより、館内のポスターやチラ

シ、公民館だより等で、時期が来ましたら詳しい内

容についてお知らせおよび募集をいたします。


